
野外に放置された狩猟残滓
内の鉛弾（ライフル弾、散弾）
を摂取したり、鉛散弾を誤食
もしくは被弾した水鳥を捕
食することで鉛中毒を発症
します。

水鳥猟に用いられる散弾が
水辺に蓄積し、水鳥は消化
補助のため飲み込む小石と
ともに散弾を誤食し、鉛中毒
症を発症します。
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神経症状：
中枢・末梢神経に障害をきたし、歩くことが困難であったり、元気がな
くなったり、首を傾げたりといった症状が見られます。

胃内の金属：
微細に砕け散った鉛は肉食の猛禽類では胃液の酸性度が高く、金属
片はすぐ吸収され、症例の約半数で金属がレントゲンに映りません。
猛禽類では不消化物を長い間胃に留めるため、胃の中で鉛が溶けて
吸収され、鉛中毒に陥りやすいのです。
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平成16年10月、北海道ではヒグマも含めた大型獣捕獲用の全ての
鉛弾が規制されましたが、以後もオジロワシで年平均2.4羽、オオワ
シで年平均3.8羽の鉛中毒個体が収容されています。
※上図は平成15～24年度に保護増殖事業の一環として収容されたオジロワシ・オオワシ
で、要因が判明しているものについて割合を示したもの。

オオワシの傷病要因


